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期
間
で
は
、
成
果
が
明
ら
か
に

は
な
り
ま
せ
ん
。
現
在
は
高
い

評
価
を
得
て
い
る
連
携
教
育
で

す
が
、
今
後
、
長
い
期
間
を
置

い
て
、
十
分
に
そ
の
効
果
を
検

証
す
る
と
と
も
に
、
短
い
期
間

に
お
い
て
も
、
改
善
点
が
な
い

か
を
見
極
め
て
い
き
ま
す
。

問

幼
小
中
高
連
携
教
育
の
今

後
の
推
進
に
つ
い
て
。

教
育
長

改
正
さ
れ
た
学
校
教

育
法
は
従
来
小
学
校
と
中
学
校

と
分
け
て
表
記
さ
れ
て
い
た
目

標
を
、
義
務
教
育
の
目
標
と
し

て
、
１
つ
に
ま
と
め
て
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
小
中
学
校
の
連

携
を
今
後
一
層
推
進
す
る
こ
と

を
明
確
に
し
た
も
の
で
す
。
今

後
も
、
児
童
・
生
徒
が
よ
り
落

ち
着
い
て
学
校
生
活
を
送
り
、

将
来
に
夢
と
希
望
を
持
ち
、
一

層
確
か
な
学
力
が
身
に
つ
け
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、

健
や
か
な
心
身
育
成
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
ま

す
。

問

教
職
員
研
修
制
度
の
現
状

に
つ
い
て
。

教
育
長

教
職
員
の
力
量
を
高

め
る
た
め
の
研
修
制
度
と
し
て

は
、
初
任
者
研
修
、
５
年
経
験

者
研
修
、
10
年
経
験
者
研
修

が
制
度
化
さ
れ
て
お
り
、
本
市

で
は
、
初
任
者
研
修
と
５
年
経

験
者
研
修
の
隙
間
を
補
う
た

め
、
経
験
２
年
目
の
教
員
と
３

年
目
の
教
員
を
対
象
に
学
級
経

営
研
修
会
を
開
催
し
て
お
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
学
年
主
任
研
修

会
・
指
導
層
教
員
研
修
会
等
の

層
別
研
修
会
を
開
催
し
、
教
員

が
経
験
年
数
や
校
内
に
お
け
る

役
割
に
応
じ
た
力
量
を
得
ら
れ

る
よ
う
研
修
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

問

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
配
置
や
充
実
に
つ
い
て
。

教
育
長

現
在
４
名
の
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
、八
街
中
、

八
街
中
央
中
、
八
街
南
中
、
八

街
北
中
に
、
そ
れ
ぞ
れ
１
名
ず

つ
配
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
勤
務

校
と
連
絡
を
綿
密
に
と
り
、
安

全
・
危
機
管
理
体
制
の
中
で
、

き
め
細
か
い
取
り
組
み
を
し
て

お
り
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

◆
総
合
計
画
と
財
政
計
画

◆
高
齢
者
福
祉
の
充
実

◆
教
育
基
本
法
の
改
正

◆
社
会
人
講
師
の
活
用

◆
青
少
年
健
全
育
成

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

問

来
年
４
月
か
ら
75
歳
以

上
の
す
べ
て
の
国
民
が
加
入
す

る
新
た
な
保
険
「
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
」
が
始
ま
り
ま
す
。

保
険
税
は
年
金
が
月
１
万
５
千

円
以
上
は
天
引
き
さ
れ
、
介
護

保
険
と
合
わ
せ
る
と
月
１
万
円

を
超
え
、
大
変
な
負
担
が
高
齢

者
の
暮
ら
し
を
直
撃
し
ま
す
。

ま
た
、
保
険
の
効
か
な
い
診
療

が
広
が
り
、
こ
の
ま
ま
実
施
さ

れ
れ
ば
高
齢
者
の
命
と
健
康
を

蝕
ん
で
い
く
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
り
、
凍
結
・
中
止
す
べ
き
で

す
。
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

保
険
税
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

11
月
の
広
域
連
合
会

議
で
保
険
料
、
保
険
給
付
、
保

険
事
業
な
ど
が
決
定
さ
れ
る
。

保
険
料
の
算
定
方
法
は
、
応
能

応
益
50
対
50
と
し
、
厚
生
年

金
の
平
均
的
年
金
額
二
百
八
万

円
で
応
益
応
能
と
も
に
３
千
百

円
で
、
年
額
に
し
て
７
万
４
千

円
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。７
割
、

５
割
軽
減
や
激
変
緩
和
措
置
も

見
込
ま
れ
て
い
る
。

問

保
険
税
滞
納
が
続
く
と
半

年
で
短
期
保
険
証
、
１
年
半
で

資
格
証
明
書
と
な
る
。
保
険
税

の
減
免
や
免
除
、
猶
予
な
ど
の

措
置
を
講
じ
、
一
律
の
保
険
証

の
取
り
上
げ
、
資
格
証
明
書
の

発
行
を
し
な
い
こ
と
を
求
め
る

が
如
何
か
。

市
長

保
険
料
の
減
免
、
徴
収

猶
予
は
広
域
連
合
の
条
例
で
で

き
る
。
滞
納
さ
れ
る
方
に
つ
い
て

は
、
必
要
な
措
置
が
執
ら
れ
る
の

で
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

問

制
度
運
営
に
つ
い
て
広
域

連
合
に
は
市
町
村
か
ら
一
人
の

議
員
だ
け
で
、
市
民
の
実
態
や

意
見
を
反
映
で
き
な
い
。
情
報

公
開
の
徹
底
、
運
営
協
議
会
の

設
置
、
公
聴
会
の
開
催
を
す
べ

き
と
思
う
が
如
何
か
。

市
長

広
報
公
聴
計
画
は
、
年

末
年
始
に
広
報
紙
の
発
行
、
回

覧
に
よ
る
広
報
の
予
定
。
被
保

険
者
に
係
わ
る
条
例
に
つ
い
て

被
保
険
者
等
の
意
見
を
聞
く
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
す

る
予
定
で
あ
る
。

問

市
の
健
診
に
つ
い
て
　
希

望
者
全
員
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

す
べ
き
で
あ
る
が
如
何
か
。

市
長

広
域
連
合
の
意
見
や
近

隣
市
町
村
と
の
均
衡
を
考
慮
し

判
断
す
る
。

◆
八
街
市
空
き
地
の
管
理
適
正

化
に
関
す
る
条
例

問

市
内
に
は
分
譲
の
空
き
地

が
放
置
さ
れ
、草
が
生
い
茂
り
、

虫
が
わ
き
、
物
が
捨
て
ら
れ
付

近
住
民
が
大
変
困
っ
て
い
る
。

防
犯
・
防
災
・
住
環
境
整
備
の

た
め
に
も
条
例
を
強
化
し
雑
草

の
刈
り
取
り
を
さ
せ
る
べ
き
だ

と
思
う
が
如
何
か
。

市
長

所
有
者
の
確
認
で
き
た

土
地
は
年
二
回
の
雑
草
除
去
を

お
願
い
し
て
い
る
。
今
後
も
所

有
者
の
追
跡
調
査
を
し
、
空
き

地
の
適
正
管
理
を
し
て
い
く
。

◆
ふ
れ
あ
い
バ
ス

問

ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
充
実
に

つ
い
て
伺
う
。

今
回
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
、
病

院
や
市
役
所
、
駅
で
の
乗
り
継

ぎ
が
で
き
な
く
な
り
利
用
者
の

戸
惑
い
が
出
て
い
る
。
台
数
を

増
や
し
、
も
っ
と
高
齢
者
に
配

慮
す
べ
き
で
あ
る
が
如
何
か
。

市
長

日
常
生
活
に
お
け
る
利

便
性
の
向
上
と
公
共
の
福
祉
の

増
進
を
図
る
と
と
も
に
、
児
童

生
徒
の
安
全
確
保
観
点
で
、
改

善
を
し
た
。

問

児
童
か
ら
一
般
の
人
が
利

用
で
き
る
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

の
導
入
は
ど
う
か
。

市
長

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の

導
入
は
考
え
て
い
な
い
。

◆
教
育
問
題

問

学
校
教
育
に
お
け
る
豊
か

な
体
験
活
動
を
具
体
的
に
ど
う

推
進
す
る
の
か
。

教
育
長

小
・
中
学
校
に
お
い

て
は
、
体
験
学
習
を
取
り
入
れ

る
時
間
と
し
て
、
各
学
校
が
創

意
工
夫
を
活
か
し
て
、
教
科
の

枠
を
超
え
た「
総
合
的
な
学
習
」

の
時
間
を
設
け
て
い
ま
す
。
中

学
生
の
職
場
体
験
学
習
も
こ
の

「
総
合
的
な
学
習
」
の
時
間
を

活
用
し
ま
す
。
ま
た
、
本
市
が

推
進
す
る
幼
小
中
連
携
教
育
の

中
で
の
交
流
活
動
を
は
じ
め
、

地
域
の
方
々
と
の
学
習
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
等
、
多
く
の

人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

し
た
体
験
活
動
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

問

幼
小
中
高
連
携
教
育
の
全

国
大
会
の
効
果
に
つ
い
て
。

教
育
長

幼
小
中
高
連
携
教
育

の
全
国
公
開
は
、
教
職
員
、
地

域
の
皆
様
、
全
国
か
ら
の
教
育

関
係
者
の
来
訪
に
よ
り
、
５
千

人
を
超
え
る
参
観
を
得
て
、
成

功
裏
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
が
、
人
づ
く
り
は
短
い

誠

和

会

教
育
改
革
の取

り
組
み
に
つ
い
て

人
個

林
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後
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制
度
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い
て
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